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数理モデ、ル構築のための大規模調査として、歯科疾患実態調査 (1957 年----1999 年)のデータを採用し、構築した
モデル検証のための小規模調査として、奈良県下の S 村住民を対象に行った検診結果 (1998 年----2003 年)を採用し
た。
2) 数理モデルの構成要素













S 村の住民のうち、 1990 年'"'-'2004 年に村立の歯科診療所を受診し、村の広報で死亡月が確認された 106 人(男性
79 人、女性 27 人)を解析対象とした。
2) 余命の定義
調査対象の現在歯数と年齢を 1999 年の歯科疾患実態調査の結果にあてはめて、 P 値を求めた。次に、 1 年間の P
値の変化量(以下ムP 値と略)が 10 以上の群をムP 値の高値群，同じく 10 未満の群を ßp 値の低値群として、平均
余命との関係を調べた。余命は、 P 値の変化が起こった時点から、個体の死亡月までの期間を月数であらわした。











歯科疾患実態調査から求めたサイト値の和は、 1957 年が 18.5 、 1963 年が 18.5 で、 1999 年には 48.5 に増加して
いた。サイト値のレンジは、 1957 年に 4.4、 1963 年に 4.6 であり、 1999 年には 22.5 に増加していた。 S 村では、サ
イト値の和 41. 1、サイト値のレンジ 12.9 であった。
各調査年代の平均寿命を Y としてサイト値の和 X との回帰式を求めると、 Y=0.40X+63.57 であった R2=0.69、
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この式から、 ðP が 1 増加した時に Lp が 0.963 減少することが示された。すなわち、現在歯数の変化と年齢から
余命の確率値を求めることができた。
〔まとめ〕
以上のことから、加齢と共に変化する身体的指標の例として、 P 値曲線を用いてモデ、ル化を行なった。 P 値曲線外
乱が身体に及ぼした結果、現在歯数の P 値の予期せぬ変化が、余命と関係していることが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究では、保健医療の効果を客観的に評価することを目的として、現在歯数のパーセンタイル値曲線とシグモイ
ド曲線の変数を利用して数理モデ、ル化を行った。
その結果、加齢とともに変化する集団関の比較が可能となった。また、加齢によって集団が示す変化と個体の経年
的な変化とが異なる場合の定量的評価が可能となった。さらに、この数理モデ、ルは、個体の余命推定にも応用できる
ことが明らかとなった。
このことは、身体の加齢ならびに、病変に関する保健医療の効果を反映する数理モデル構築の可能性を示したもの
であり、本研究は、博士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
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